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第３学年２組	
 算数科学習指導案  

指導者	
 昭和町立押原小学校	
 石川	
 裕児  
１	
 	
 単元名	
 わり算を考えよう（あまりのあるわり算）  
 
２	
 	
 単元について  

児童は，これまでに新たな計算として，わり算を学習してきている。除法には等分除

と包含除の場面がありそれらを除法の式であらわすこと，除法は乗法の逆演算であるこ

と，除数の段の乗法九九を活用することで除法の答えを求められることなどが，既習の

内容である。 
本単元では，乗法九九を１回適用してできる除法のあまりのある場合について学習す

る。あまりのある除法の意味や計算方法，あまりとは何であるか，あまりの扱い方など

が本単元で学ぶ内容である。あまりとは，商を最大にした時に，被除数から除数と商と

を乗法計算した積を除いた残りである。既習のわり算では，あまりが０となり，あまり

のあるわり算の特別な場合である。そのことをおさえながら，あまりのあるわり算を既

習のわり算と統合していく。既習の内容に加え，あまりのあるわり算も計算できるよう

にし，あまりのあるわり算もあまりのないわり算と同様に等分除と包含除の場面で適用

できることをとらえられるようにしたい。 
指導にあたっては，単元の導入場面で包含除を扱い，あまりの意味を理解できるよう

にする。その際，おはじきを使った操作活動を行い，同数累減や乗法の逆算としての考

え方などをもとに，あまりを視覚的にとらえられるようにしたい。わり切れる場合の除

法と比べながら，おはじきの操作や図，乗法九九の適用によって，商の求め方を考え，

わり切れない場合の計算の仕方を理解できるようにする。また，その後に扱う等分除の

問題場面においても，同様に操作や図と関連させることであまりをとらえられるように

し，除法が適用できることを理解できるようにする。あまりとわる数の大小関係につい

て考える場面では，包含除を扱い，あまりの大きさについて問題場面や操作活動と関連

させて指導する。除数は変えずに，被除数を変化させて，それに伴ってあまりも変わっ

ていくことを意識づけられるようにし，あまりは除数より小さくなることに気づかせた

い。また，計算のたしかめについても図と関連づけて被除数と除数，商，あまりの関係

が（除数）×（商）＋（あまり）＝（被除数）となることを理解できるようにしたい。 
	
 	
 単元の後半では，場面に応じたあまりの処理の仕方を考える問題に取り組み，あまり

のとらえ方について理解を深める。その際，単に計算をして答えを出すのではなく，計

算の結果を現実場面に即して解釈し，あまりを処理できるようにする。場面に応じたあ

まりの処理の仕方としては，「①商とあまりをそのまま扱う」，「②あまりを切りあげ商に

加える（商＋１をする）」，「③あまりを切り捨てて商を出す」，「④あまりをさらにわり進

めて商を出す」の４つが考えられる。「①商とあまりをそのまま扱う」ことは，「何ふく



2 
 

ろできて，何こあまる」，「１人分は何こになって，何こあまる」といった答え方をする

ことであり，児童にとって単元の前半での既習となる。「②あまりを切りあげ商に加える

（商＋１をする）」こと，「③あまりを切り捨てて商を出す」ことについては，計算結果

がそのまま問題の答えとはならない場合である。図と式を関連づけ，問題場面と照らし

合わせてみていくことで，計算結果を日常場面に応じて見直し解釈できるようにしてい

きたい。 
 
３	
 	
 本実践の特徴  

本実践においては，単元の最後の学習として，前述のあまりの処理の仕方の「④あま

りをさらにわり進めて商を出す」ことを扱う。 
	
  
（１）わり進めることが扱われていない理由 

現行の教科書会社６社の教科書では，第３学年のあまりのあるわり算の単元において

わり進めることは扱われていない。 
第３学年では，乗法九九を適用した整数における除法計算の仕方を理解し，処理でき

るようにすることやあまりの意味を理解し，整数であまりを出すことができるようにす

ることがねらいである。わり進めると商が小数となり，小数の指導は後に行われる。 
わり進めることは，等分除の問題場面で起こりうる。扱う素材によっては，あまりを

さらに等分することができる場合が出てきてしまう。そのため，あまりに対するとらえ

方が複雑になってしまい，児童が混乱しやすいことが予想される。 
上記のような理由から，わり進める考え方は，第３学年のあまりのあるわり算の単元

では扱われていないと考える。 
	
  
（２）わり進めることを扱う価値として考えられること 
	
 ①生活場面との関わりから，児童の感じるあまりに対する不自然さを取り除くこと 
	
 	
 	
 児童は，普段学校での給食の時間や家庭で物を分けるということを行っている。児

童は，分けることについてどのようなイメージをもっているのであろうか。また，あ

まりを出すことについてどのように考えているのであろうか。本学級の児童を対象に

事前調査を行った。調査の内容は，以下の通りである。 
	
  

Ⅰ．ふだん家や学校でおやつやきゅう食などを配る（分ける）ことをしていると思い 
ます。どんな配り方（分け方）をしているのか教えてください。 

	
 	
 Ⅱ．物を配った（分けた）時にのこりが出ることについてどう思いますか。 
	
 	
 Ⅲ．３まいの色紙があります。２人で分けると１まいのこりました。のこりの１まい 

がほしい時，あなただったらどうしたらよいと思いますか。 
	
 	
 Ⅳ．３この（	
 	
 	
 	
 ）があります。２人で分けると１このこりました。のこりの１ 
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こがほしい時，あなただったらどうしたらよいと思いますか。 
	
 	
 	
 ※身近な問題として考えられるように（	
 ）には自分の好きな物を入れさせた。 
	
 	
  
	
 	
 事前調査の結果は以下の通りであった。 
Ⅰ．ふだん家や学校でおやつやきゅう食などを配る（分ける）ことをしていると思います。 

どんな配り方（分け方）をしているのか教えてください。 
選択肢 みんな同じになるように配る 人によって多さを変えて配る とくに何も考えない 
人数

（％） 
	
 	
 	
 	
 	
 ２２人 

（８５％） 
	
 	
 	
 	
 	
  １人 

（３％） 
	
 	
 	
  ３人 

（１２％） 
 
Ⅱ．物を配った（分けた）時にのこりが出ることについてどう思いますか。 
選択肢 とくに何も思わない のこりは出ない方がよい のこりが出る方がよい 
人数

（％） 
	
 	
 	
 	
 ９人 
	
 	
  （３５％） 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 １６人 
（６３％） 

	
 	
 	
 	
 ３人 
（１２％） 

 
Ⅲ．３まいの色紙があります。２人で分けると１まいのこりました。のこりの１まいがほし 

い時，あなただったらどうしたらよいと思いますか。 
選択肢 じゃんけんして勝った人がもらう そのままのこす ２人で半分にする 
人数

（％） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 ３人 

（１２％） 
	
 	
 	
 	
 ３人 

（１２％） 
	
 	
 	
 	
 ２０人 

（７６％） 

 
Ⅳ．３この（	
 	
 	
 	
 ）があります。２人で分けると１このこりました。のこりの１こがほ 

しい時，あなただったらどうしたらよいと思いますか。 
	
 	
 ※自分に身近な問題として考えられるように（	
 ）には自分の好きな物を入れさせた。 
選択肢 じゃんけんして勝った人がもらう そのままのこす ２人で半分にする 
人数

（％） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 １４人 

（５４％） 
	
 	
 	
 	
 １人 

（３％） 
	
 	
 	
  １１人 

（４３％） 
 
	
 	
 以上の結果から，以下のことがわかった。 
＜項目Ⅰ＞より 
	
 	
 学級の９割近い児童は，普段の生活の中で，同じように分けること，つまり等分すること

を意識している。 
＜項目Ⅱ＞より 
	
 	
 学級の６割の児童が，分けた後で物が残らないことが望ましいと考えている。また，残る

ことを肯定的にとらえている児童は非常に少ない。 
＜項目Ⅲ＞より 
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 自らのこととして考えにくい素材を扱った場面では，残った物も等分することが望ま 
しいと考えている児童は７割である。 

＜項目Ⅳ＞より 
	
 	
 自らの欲しい物を素材として扱った場面では，残りを等分するのではなく，どちらか 

の人がもらえるようにしたいと考える児童が５割，また残りを等分したいと考える児 
童が４割である。 

	
 	
  
事前調査では，等分除の問題場面に関する質問項目を設定した。等分除の問題場面

では，扱う素材によってはあまりをさらに等分できる場合がある。クッキーやパン（分

離量），ジュース（連続量）などがそれにあたる。このような素材を扱った際には，い

つでもあまりを出すという処理の仕方だけであると，児童にとって日常の経験とは異

なる場合も出てくる。例えば，給食時にパンが１つあまった場合には，そのパンをそ

のままあまりとして扱うこともあるが，一方で何人かで等分することも想定できる。

このような場面を日常で経験している児童であるからこそ，本単元でのあまりを出す

ということに不自然さを感じる者もいるのではないだろうか。事前調査の項目Ⅱ，Ⅲ，

Ⅳにおいて「のこりは出さない方がよい」と答えた児童や「のこりは２人で半分にす

る」と答えた児童にとっては，あまりを出すことに不自然さを抱えながら学習を進め

ていく可能性もあると考えられる。あえてあまりをわり進めることを扱うことで，児

童にとって日常に沿って解釈していくことが可能となる。 
児童には，あまりをさらに分けられる場合と分けられない場合があるとしていくこ

とで，あまりに対する不自然さがなくなるのではないかと考える。 
 

②場面や目的に応じて的確な判断や処理をしようとする力を育成すること 
	
 平成２７年度全国学力・学習状況調査の算数 B問題２においては，場面の読み取り
と処理・判断に関する問題が扱われている。買い物の場面においてそれぞれ異なるト

マト１個入りパックの値段，トマト２個入りパックの値段，トマト３個入りパックの

値段から，トマト７個を買う際に代金が最も安くなる組み合わせについて考えるとい

う問題である。 
	
 	
 	
 現代社会においては，多くの情報があふれている。それゆえに複数の情報の中から

根拠をもとに必要なことがらを選択したり，場面や目的に応じて的確な判断や処理を

したりしようとする力は，これからを生きていく児童にとって重要である。 
	
 本単元においても前述した力を育てていきたい。本単元においては，問題場面にお

けるあまりの処理の仕方を考える。その際に問題場面について，計算結果を日常に応

じて見直していくことで，場面に応じた適切なあまりの処理の仕方をとらえることが

できる。日常とのつながりという部分では，包含除の場面だけでなく等分除の場面も

子どもたちにとって身近なものである。等分除の問題場面も扱い，わり進めていくこ
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ともあるとしていくことで多様な問題場面において，的確な判断や処理をしようとす

る力の育成をねらうことができると考える。 
 

	
 ③第４学年の学習とのつながりを考慮すること 
本単元での学習内容は，第４学年のわり算の筆算や小数のわり算の単元につながる

内容であり，わり進めることは，第４学年で扱われている。東京書籍の第４学年の教

科書を取り上げ，具体的なつながりをみていく。 
わり算の筆算では，色紙を扱った等分除の問題場面において７２÷３を考えること

が扱われている。まず，色紙の１０の束を３等分していく中で，１０の束の１つがあ

まりとなる。あまりの１０束をばらにして，その後残りの１２枚を３等分する。この

場面では，あまりの１０の束をばらにするという点において，わり進めることに関連

した考え方が扱われている。 
また，小数のわり算では，ジュースを扱った等分除の問題場面で，整数÷整数＝小

数となるわり算を考えていく。６Lのジュースを４人で等分すると，６÷４＝１あまり
２となる。あまりの２Lを既習の小数である０．１Lがいくつ分かでみていくことでさ
らに等分できるという点に気づかせ，わり進めることを扱っていく。 
第３学年においては，今後第１１単元で小数，第１４単元で分数について意味や表

し方を学習していく。その中で，１を等分したものという小数及び分数の意味のとら

え方は，わり進めることに関連していると考える。 
上記のことから，あまりの処理の仕方の１つとして，あまりをわり進める場合もあ

ることを知ることによって，今後の学習につながる考え方の素地を養うことができる

と考える。 
 

上記の考えから，本実践においては，単元全体の学習を通して整数でのわり算の計算 
の仕方やあまりの意味をきちんとおさえた上で，あまりをわり進めることのできる場合

もあることを児童に気づかせたい。場面を丁寧にとらえて理解できるようにし，今後の

学習へとつながるようにあまりのとらえ方について理解を深められるようにしていきた

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 



6 
 

４	
 	
 単元の目標  
	
 ◯わり切れない場合の除法について理解し，除法の意味について理解を深めるとともに， 

それを用いることができるようにする。 
	
 ・わり切れない場合の除法の意味や計算の仕方について，わり切れる場合の除法をもと 

に，乗法との関連や具体物の操作などからとらえようとしている。【関心・意欲・態度】 
	
 ・わり切れる場合とわり切れない場合の除法を統合してとらえ，除法の意味や計算の仕 

方を具体物や図，式を用いて表現することができる。	
 	
 	
 	
 	
 	
 【数学的な考え方】 
	
 ・わり切れない場合の除法の計算ができ，商やあまりを求めることができる。	
 【技能】 
	
 ・あまりの意味やあまりと除数の大小関係を知り，除法について理解する。【知識・理解】 

 
５	
 	
 指導計画（全１０時間）  
次 

【時数】 時 目標 学習活動 主な評価規準 

１ 
【６】 

１ 
・ 
２ 

除数と商が１位

数の除法でわり

切れない場合の

計算の仕方を理

解する。 
 

 

・包含除の問題場面にお

いて，１４÷３の答え

の見つけ方を考える。 
・１４÷３＝４あまり２

となることを知る。 
・あまりの意味を知る。 

既習の除法をもとに，あまりのあ 
る除法を考えようとしている。	
 	
 	
  

（関心・意欲・態度） 
わり切れない場合の除法の計算の

仕方について，既習のわり切れる

場合をもとに考え，具体物や図，

式などを用いて説明している。	
 	
 	
 	
  
（数学的な考え方） 

３ あまりと除数の 
関係を理解する。 

・□÷４の計算について 
	
 あまりと除数との関係

を調べる。 

あまりは除数より小さくなること

を理解している。 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （知識・理解）	
 	
  

４ 等分除について
もわり切れない

場合の除法が適

用できることを

理解する。 

・問題場面をとらえて立

式し，１６÷３の答え

の見つけ方について考

える。 
 

わり切れない場合の等分除の計算

の仕方について，既習のわり切れ

る場合をもとに考え，具体物や図，

式などを用いて説明している。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
（数学的な考え方） 

５ わり切れない場
合の除法計算に

ついて，答えのた

しかめ方を理解

する。 

・あまりのある除法のた

しかめの仕方について

考える。 
 
 

わりきれない場合の除法のたしか

めの仕方について理解している。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
（知識・理解） 
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６ わり切れない場
合を含む，除法の

計算を習熟する。 

・わり切れない場合を含

む除法の問題に取り組

む。 

あまりのある除法の計算及び答え

のたしかめができる。	
 	
 （技能） 

２ 
【２】 

１ 
 
あまりのとらえ

方について理解

を深める。 
 

・問題場面をとらえて立

式し，２３÷４を計算

して答えを求める。 
・問題場面に適した答え

について話し合う。 
・答えは，商＋１とする

ことをまとめる。 

問題場面に応じたあまりの処理の

仕方（商＋１をする）を考え，図

や式などを用いて説明している

る。	
 	
 	
 	
 	
 （数学的な考え方）	
 	
  

２ ・問題場面をとらえて立

式し，３０÷４を計算

して答えを求める。 
・問題場面に適した答え

について話し合う。 
・商をそのまま答えとす

ることをまとめる。 

問題場面に応じたあまりの処理の

仕方（あまりを切り捨てて商を出

す）を考え，図や式などを用いて

説明している。（数学的な考え方） 

３ 
【１】 

１ 
 

単元の学習内容 
を習熟する。 

・まとめの問題に取り組 
む。 

学習内容を適用して，問題を解決

することができる。	
 	
 （技能） 

４ 
【１】 

１  ・問題場面をとらえて立

式し，９÷２を計算し

て答えを求める。 
・問題場面に適した答え

について話し合う。 
・あまりはさらに等分で

きる時もあることをま

とめる。 

あまりが１となる問題場面におけ

るあまりの処理の仕方（あまりを

さらにわり進める）について考え，

図や式などを用いて説明してい

る。	
 	
 	
 	
 	
 （数学的な考え方） 

 
 
 
 
 
 
 

䣗
本
時
䣘 
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６	
 	
 本時の学習  
（１）本時の目標 

あまりが１となる問題場面におけるあまりの処理の仕方（あまりをさらにわり進め 
る）について考え，図や式などを用いて説明している。	
 	
 	
 （数学的な考え方） 

（２）日時	
 平成２７年６月２６日（金）	
 午後１時５０分～２時３５分（第５校時） 
（３）場所	
 昭和町立押原小学校	
 ３年２組教室 
（４）指導上の意図 

	
 児童は，前時までにあまりのある除法の計算の仕方や問題場面に応じたあまりの処

理の仕方などについて学んできた。あまりの処理の仕方については，あまりを切りあ

げ商に加える（商＋１をする），あまりを切り捨てるといったことである。どちらとも

包含除の問題場面におけるあまりの処理の仕方であった。 
単元の最終時となる本時では，等分除の問題場面を扱い，あまりの処理の仕方の１

つとして，あまりをわり進めることについて考えていく授業を展開する。児童が普段

行っているあまった１を等分することについて考える場面を設定し，素材によってあ

まりをさらに等分することができるものとできないものがあるということに気づくこ

とができるようにし，あまりの処理の仕方について的確な判断ができるようにしたい。

そのために，次のようなことに留意し，授業を展開していく。 
導入場面では，既習と結びつけて本時の課題について考えられるようにしていく。

初めに，問題文の数値「２」をわり切れる除数「３」に変え全体でやりとりをしてい

くことで，「どれだけになりますか」という問題文に対する答え方を確かめられるよう

にしたい。その後に自力解決していくようにする。 
自力解決の場面では，必要に応じて式だけではなく図や言葉など多様な表現で解決

するよう促す。全体検討においては，式と図や言葉などの関連を丁寧にみていくよう

にし，すべてを等しく分けるということの意味，あまりの１を等分できるということ

をおさえたい。あまりを等分したものの表し方については，既習の１／２や半分とい

う言葉を用いて，あまりをさらに等分できることを理解する。また，全体検討の最後

には，あまりをさらに等分することができる場合と等分できない場合があることにも

触れ，あまりに対する理解を深められるようにしたい。 
本時の評価については，適用問題の解決と授業中の発言，学習感想の記述を通して

目標が達成されたかをみとっていきたい。 
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（５）展開 
過程 学習活動と内容 指導上の留意点 評価 

つかむ 
 
５分 
 

 

１	
 課題を把握する。 
（１）本時の課題を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）全体で立式する。 
	
 ・９÷２ 

 
・色紙を掲示する。 
・問題文を板書する。 
 
 
 
・「どれだけ」について 
	
 ３人の場合をもとに

確認する。 

 
 
 
 
 
 

追究する 
７分 

 

２	
 自力解決する。 
	
 （ア）９÷２＝４あまり１	
  

１人分は，４まいになって 
１まいあまる。 

 
（イ）９÷２＝４あまり１	
 	
  
１人分は，４まいと半分 

 
（ウ）９÷２＝４あまり１ 

	
  １人分は，４まいと１／２ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
（	
 	
 	
 （エ）９÷２＝４あまり１ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ４＋１＝５	
  
	
 	
 	
 	
 	
 １人分は，５まい 
	
 	
 	
 	
  
	
 	
 	
 	
 （オ）９÷２＝４あまり１ 
	
 	
 	
 	
 	
 １人分は，４まい 

  
・計算だけでなく図や

言葉など必要に応じ

て，多様な方法で解

決してよいことを伝

える。 
・自力解決で戸惑って

いる児童には，理由

を問う。 
・机間巡視を行い，い

くつかの異なる考え

方を把握しておく。 

 
 

深める 
２８分 
 
 
 
 

３	
 全体で検討する。 
（１）考えを発表し,共有する。 

９÷２＝４あまり１ 
（ア）１人分は４まいになって 

１まいあまる。 
（オ）１人分は４まい 

 
・児童が発表したもの

を教師が板書する。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

	
 色紙が９まいあります。２人ですべてを等しく分けます。 
１人分は，どれだけになりますか。 

 
 
としています。 
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（エ）１人分は５まい 
（イ）１人分は４まいと半分 
（ウ）1人分は４まいと１／２ 
 
（２）考えを比較検討する。 
①問題場面から，あまりをどの

ようにすればいいか議論す

る。 
・書いてないけどあまりを出せ 
	
 ばいい。 
・「あまりは何まいですか。」と

書いてないから，あまりも分

けていい。 
・すべてを等しく分けるだか

ら，あまりも分ける。 
②１人分をどう表したらよい

かを考える。 
・４まいと半分。 
・４まいと１／２ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）問題場面に応じたあまりの 

扱い方を知る。 
	
 ・すべて等しく分ける時には， 

あまりの１をさらに分ける 
ことができる 

 
 
 
 
・式と図や言葉など多

様な方法の関連をみ

ていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・色紙を実際に分け，

あまりを切って２等

分する。 
・既習を問い，半分を

分数で表すことを想

起させる。 
・１／２は図のどの部

分かを確かめ，１枚

との違いを理解させ

る。 
・１／２は１まいで数 
	
 えないことを確認す 
る。 

・図を使って考えると

よいことを確認す

る。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あまりが１と

なる問題場面

におけるあま

りの処理の仕

方（あまりをさ

らにわり進め 
る）について考

え，図や式など

を用いて説明

している。（数

学的な考え方）

「ノート」「発

言」 

１	
 	
 	
 	
 ２	
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４．あまり１はいつでも半分に分 
	
 	
 けられるのかを考える。 
○分けられる。 
＜理由＞ 
・何でもあまったら，今日みた 
いに半分にすればいいから。 

○分けられない時もある。 
＜理由＞ 
①「何まいあまりますか」が問

題に書いてある時はあまり

を出すから。 
②1人分がわかっていて何人に
分けられるかを求める時は，

あまりは残すから。 
③折り紙は折って半分にでき

るけど，できないものもある

から。 
	
 ④半分に分けられるものと分

けられないものがあるから。 
分けられるもの…パン，ホッ

トケーキ 
	
 	
 分けられないもの…ペン，花 

の種，虫 
 
５．適用問題に取り組む。 

ホットケーキが１１まいあ 
ります。２人ですべてを等し 
く分けます。１人分は，どれ 
だけになりますか。 

式	
 １１÷２＝５あまり１ 
５まいと１／２ 
 

・となりの友達と相談 
しながら考えてよい 
ことを伝える。 

・なぜそう考えたか理 
由も考えさせる。 

 
 
 
・理由の②については 
	
 児童から出てこない

場合は扱わない。 
 
 
 
 
 
 
・素材によってはあま

りを分けることがで

きないものがあるこ

とにふれ，どんなも

のがあるかを想起さ

せる。 
 
 
・全体で，式及び図を 
扱い答えを確かめ 
る。 

 

まとめる 
５分 

５	
 まとめる 
（１）本時の学習をまとめる。 
	
 ・すべてを等しく分ける時は， 
	
 	
 あまりの１も分けるとよい。 

 
・初めに児童の言葉で

本時に学んだことを

説明させる。 
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・あまりのあるわり算では，あ

まりをさらに分けられる時

と分けられない時がある。 
（２）学習感想を書く。 
	
 ・あまりを分けられることもあ

ると初めて知った。 
	
 	
 	
 	
 ・～さん（友だち）の考えを聞 

いて（図を見て），あまりの 
１も半分にできることに気 
づいた。 

  
 
 

（６）評価 
・あまりが１となる問題場面におけるあまりの処理の仕方（あまりをさらにわり進 
	
 める）について考え，図や式などを用いて説明している。	
 	
 （数学的な考え方） 
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